
注　意　事　項

1 　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2　この問題冊子は全 17 ページです。

試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落
らく
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丁
ちょう

及び汚れ等に気付いた場合は， 

手をあげて試験監督者に知らせなさい。

3　試験開始の合図の後，受験地，受験番号，氏名を解答用紙に記入しなさい。

4　解答は，各設問の指示に従い，全て解答用紙の解答らんに記入しなさい。

5　試験終了後，問題冊子は持ち帰ってかまいません。
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就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験



─ 1 ─

次の 1から 5までの各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　次の計算をしなさい。

①　4- 8

②　5- 2#（- 3）- 2

③　- 12 a 2 b#（- 2 b）' 3 ab

2　次のアからオまでの数の中から自然数をすべて選び，記号で答えなさい。

ア　- 2　　イ　- 0.5　　ウ　 1　　エ　
5
7 　　オ　13

3　yが xに反比例し，x= 5 のとき，y=- 3 である。このとき yを xの式で表しなさい。

4　5 2
2

6
+ 　を計算しなさい。

5　連立方程式　
x y

y x

4 5 3

3

+ =-

= +
* 　を解きなさい。
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次の図は，ある月のカレンダーである。あきこさんはこのカレンダーを見て，Ａのように

囲まれた横に並ぶ 3つの整数と，Ｂのように囲まれた縦に並ぶ 3つの整数について考えた。

このとき，囲まれた 3つの整数の和は，どちらも真ん中の整数の 3倍になることに気づいた。

Ａ Ｂ

あきこさんは，Ａのように囲まれた横に並ぶ 3つの整数の和は，真ん中の整数の 3倍にな

ることを次のように説明した。

説明

横に並ぶ 3 つの整数のうち，真ん中の整数を mとすると，小さい整数は m- 1，大き

い整数はm+ 1 と表すことができる。

したがって，それらの和は，

（m- 1）+m+（m+ 1）= 3m

mは真ん中の整数なので，3mは真ん中の整数の 3倍である。

したがって，横に並ぶ 3つの整数の和は，真ん中の整数の 3倍である。

このとき，次の 1， 2の各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　あきこさんは，Ｂのように囲まれた縦に並ぶ 3つの整数の和についても同じように説明

できると考えた。縦に並ぶ 3 つの整数のうち，真ん中の整数を nとすると，小さい整数

と大きい整数を，nを使った式で表しなさい。
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2　すすむさんは同じカレンダーを見て，下の図のような囲み方で 3つの整数を囲むことを

考えた。このとき，囲まれた 3つの整数の和について分かることを，次のアからオまでの

中から 1つ選び，記号で答えなさい。

ア　囲まれた 3つの整数を小さい順に並べたときの，一番小さい整数の 3倍になる。

イ　囲まれた 3つの整数を小さい順に並べたときの，真ん中の整数の 3倍になる。

ウ　囲まれた 3つの整数を小さい順に並べたときの，一番大きい整数の 3倍になる。

エ　囲まれた 3つの整数のどの数の 3倍にもならないが， 3の倍数になる。

オ　囲まれた 3つの整数のどの数の 3倍にもならず， 3の倍数にもならない。
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右の図は，五角形ＡＢＣＤＥに対角線をひいたもので，

対角線の本数は 5本である。五角形の対角線の本数は，各

頂点から対角線をひいて，次のように求めることができ

る。

求め方

頂点Ａからひく 頂点Ｂからひく 頂点Ｃからひく
Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｂ

頂点Ｄからひく 頂点Ｅからひく
Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｂ

上の図のように，各頂点から対角線は 2 本ずつひける。頂点は 5 つあるので，

2# 5= 10（本）になる。しかし，頂点Ａからひいた対角線ＡＣと頂点Ｃからひいた対

角線ＣＡのように同じ対角線を 2 度数えているので，五角形の対角線の本数は

2# 5' 2= 5（本）となる。

この求め方で考えると n角形の対角線の本数は n n
2
3-] g（本）である。

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｂ
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このとき，次の 1， 2の各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　n角形の対角線の本数を求める式 n n
2
3-] g にある（n- 3）は，n角形の何を表してい

るか。次のアからエまでの中から 1つ選び，記号で答えなさい。

ア　頂点の数

イ　辺の数

ウ　 1つの頂点からひける対角線の本数

エ　 1つの頂点からひいた対角線によって分けられる三角形の数

2　対角線の本数が 35 本である多角形は何角形か求めなさい。
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次の 1， 2の各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　太郎さんの家から学校までの道のりは 1200 mである。

ある日，太郎さんは午前 8時ちょうどに家を出発し，学校へ向かった。途中にある図書

館の前で花子さんの到着を待ち，その後 2人で一緒に登校し，午前 8時 23 分に学校に着

いた。

下のグラフは，太郎さんが家を出発してから x分後の太郎さんと家との間の道のりを

ymとして，xと yの関係を表したものである。

1200学校

家 x（分）

1000

500

5 10 15 20O

y（m）

このとき，次の①，②の問いに答えなさい。

①　太郎さんが図書館の前で花子さんを待っていた時間は何分間か求めなさい。

②　図書館から学校まで 2人で歩いたときの xと yの関係を式に表しなさい。

2　関数 y= ax 2 のグラフが点（2，- 12）を通るとき，aの値を求めなさい。
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次の 1， 2の各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　下の表は，Ａ中学校とＢ中学校のバスケットボール部の生徒が 1人ずつ 1分間シュート

をうち続け，シュートを決めた本数をまとめたものである。

バスケットボール部の生徒が 1分間でシュートを決めた本数の記録

階級（本）
Ａ中学校 Ｂ中学校

度数（人） 相対度数 度数（人） 相対度数

0 ～ 3 0 0.00 3 0.06

3 ～ 6 4 0.20 7 0.14

6 ～ 9 9 0.45 25 0.50

9 ～ 12 5 0.25 9 0.18

12 ～ 15 2 0.10 6 0.12

計 20 1.00 50 1.00

このとき，次の①，②の問いに答えなさい。

①　Ａ中学校の記録の最小の階級から 6本以上 9本未満の階級までの累積相対度数を求め

なさい。

②　上の表から読み取れることとして次のア，イのことがらについて正しいものには○

を，正しくないものには×を，それぞれ書きなさい。

ア　シュートを決めた本数が 3本以上 6本未満の生徒の割合はＡ中学校よりＢ中学校の

方が小さい。

イ　少ない方から数えて 10 番目の記録の生徒はＡ中学校，Ｂ中学校ともに 6 本以上 

9 本未満の階級に入っている。

5
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2　大小 2つのさいころを同時に投げるとき，ちがう目が出る確率を求めなさい。
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次の 1から 3までの各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　図Ⅰの四角形ＡＢＣＤにおいて，+xの大きさ

を求めなさい。

2　図Ⅱにおいて，点Ａ，Ｂ，Ｃは円Ｏの円周上に

ある。

+ＢＯＣ= 104°のとき，+xの大きさを求め

なさい。

3　図Ⅲにおいて，直線 ,，m，nは平行である。

ＡＢ= 4 cm，ＤＥ= 3 cm，ＥＦ= 12 cmのとき，

ＢＣの長さを求めなさい。

6

x

75°

100°

120°
Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ａ

図Ⅰ

104°

x

Ａ

Ｏ

Ｃ

Ｂ

図Ⅱ

m

n

,
Ａ

Ｂ

Ｆ Ｃ

Ｅ

Ｄ
3 cm

12 cm

4 cm

図Ⅲ
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次の 1から 3までの各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　図ⅠのiＡＢＣは，ＡＢ= 4 cm，ＡＣ= 7 cm，  

+Ｂ= 90°の直角三角形である。

このとき，辺ＢＣの長さを求めなさい。

2　図Ⅱは， 1 辺の長さが 6 cm の立方体の一部を切

り取ってできた三角錐
すい

を表している。この三角錐の

体積を求めなさい。

7

Ａ

ＣＢ

4 cm

7 cm

図Ⅰ

6 cm

6 cm

6 cm

図Ⅱ
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3　図Ⅲにおいて，iＡＢＣは+Ｃ= 90°の直角三角形であ

る。この三角形を，直線ＡＣを軸として 1回転させたときに

できる立体の投影図として正しいものが下のアからエまでの

中にある。それを 1つ選び，記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

Ａ

ＣＢ

図Ⅲ
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右の図のように，正方形ＡＢＣＤの辺ＣＤ上に点Ｅを

とり，ＥＣを 1辺とする正方形ＥＣＦＧを，辺ＣＤに対

して点Ａの反対側につくる。このとき，ＢＥ=ＤＦとな

ることを下のように証明した。

このとき，次の 1， 2の各問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　下の ① にあてはまる辺と， ② にあてはまる言葉を答え

なさい。

証明

iＢＣＥとiＤＣＦで，

正方形の 4つの辺の長さはすべて等しいから，

ＢＣ=ＤＣ　　　　　　………⑴

ＣＥ= ① 　………⑵

正方形の 1つの内角は 90°だから，

+ＢＣＥ=+ＤＣＦ= 90° ………⑶

⑴，⑵，⑶より，

② がそれぞれ等しいから，

iＢＣＥ/iＤＣＦ

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから，

ＢＥ=ＤＦ

Ａ Ｄ

Ｃ Ｆ

ＧＥ

Ｂ
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2　 1で証明したiＢＣＥ/iＤＣＦをもとにすると， 1の証明で用いた仮定や結論以外

に新たに分かることがある。それを次のアからエまでの中から 1つ選び，記号で答えなさ

い。

ア　+ＢＥＣ=+ＤＦＣ

イ　+ＢＣＥ=+ＤＣＦ

ウ　ＤＥ=ＥＣ

エ　ＢＣ=ＤＣ
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─ 計算用余白ページ ─
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─ 計算用余白ページ ─
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─ 計算用余白ページ ─
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─ 計算用余白ページ ─


